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遠藤美幸さんと出会って

西坂戸　大山　茂
　何気なしに「前衛」12月号を読んでいたら、『戦場体
験を受け継ぐとはどういうことか』というタイトルが目に留まりました。神田外語大非常勤講師の遠藤美幸さんが書いたもので、「戦場体験を受け継ぐ」ということと「ビルマ戦を研究している」ということに注目しました。

　「九条の会さかど」では、戦争体験を語り継ぐということで、これまで「戦場体験」を何人かに語っていただきましたが、生(ナマ)の体験を語れることができる人を探すことがきわめて困難になっていて、ここのところ戦争の時、子どもだった人たちに体験を語っていただくことが増えていました。

　それはそれでもちろん大事なことですが、戦場の体験を戦後世代でも語り継いでいくことの可能性を模索していたときだったので、「戦場体験を受け継ぐ」が新鮮に響きました。

　また「ビルマ戦」について遠藤さんが研究している「拉孟の戦い」では、兵站が不十分であったことから全滅したという事実は、私自身がインパール作戦の兵站問題に大きな関心を寄せていたことと、私の父親がビルマ鉄道隊の主計曹長で兵站に深く関わっていたことで、読み進めているうちに胸が躍ってきました。

　遠藤さんは、日本女子大の在学中に日本航空に合格し、キャビンアテンダントを６年間勤めたあと、日本女子大に復学、さらに慶應義塾大学の大学院に入学して研究者の道に進み、労働運動史やイギリスの近代史を専門分野として深めてきたそうです。
　その最中に元日航社員の戦場体験の話を聞き、戦記としては無名の「拉孟全滅戦」を知ったことがきっかけとなって現地にも行き語れる人を探して『戦場体験を受け継ぐとはどういうことか』を著しました。
　著書にまとめるにいたるまで実に多くの人に会い、ごく少数の体験者が口を開いてくれるまで並々ならぬ労苦を重ねてきたことが文章の中ににじんでいました。
　遠藤さんにぜひお会いしたいと連絡を取り、ビルマ戦の研究に私が所有している『戦うビルマ鉄道隊』がお役に立てればと伝えたところ、昨年11月にお会いすることができました。

　『戦うビルマ鉄道隊』は、私の父が所属していた鉄道隊の戦友がまとめ上げた800ページに及ぶ冊子で、遠藤さんにしばらくお貸しすることにしました。

　また、坂戸には陸軍飛行場の跡があり、それについて九条の会の「戦跡めぐり」で報告したことを話し、戦後世代でもしっかりと戦場体験を語り継いでいけるよう模索しあっていきたいと語り合いました。

　これらのことを「九条の会さかど」の運営委員会で報告したところ、６月10日に開催する「九条の会さかど13周年のつどい」で遠藤さんが記念講演を行なう運びとなりました。とても嬉しいです。

　近隣の九条の会にも呼び掛けて大きく成功させ、世界に誇る憲法９条を守り抜く一翼を担っていきたいと思います。

　現在、遠藤さんと意見交換を進めています。「戦争体験と戦場体験の違い」「戦争の史実にメスをいれていくこと」「戦後世代でもしっかりと語り継いでいくこと」などを語り合っています。遠藤さんの戦史研究と「九条の会さかど」の運動とが、憲法９条を守っていくことへの大きな力となっていくことを願うものです。
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
坂戸にも核のごみ？
　「九条の会さかど　早春のつどい」を、２月25日(日曜日)に坂戸駅前集会施設で開催しました。
　今回の「早春のつどい」では、最初に話題提供として、長年地質学の研究に携わっている山田町の小林忠夫さんが、福島原発事故での汚染水処理の杜撰さと、核廃棄物の「地層処理」の非科学性について、「坂戸にも核のごみ？フクシマ・廃炉処分を地質学」と題してお話ししました。
　タイムリーなテーマだったことも相まって、「九条の会さかどニュース」で「つどい」を知った市外からの参加者や会員外の参加者もあるなど大勢が参加し、その後の質疑応答も、とても活発なものとなりました。

　なお、「つどい」の中で「会則には運営委員会が載っていない」や「運営委員会ではなく定例会」との発言がありましたが、「会則」には「運営委員会」が載っています。毎月第４木曜日に開いているのは「運営委員会」です。「田中代表の辞任の意向」についても誤解であり、今後も田中一郎さんが代表を継続します。
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
「坂戸にも核のごみ？」の概要（前編）
山田町　小林忠夫
＊話題提供のねらいと概要
「福島原発の廃炉」と「核のごみ処理」の欺瞞性を地質学から検討
· 原発から出る大量の汚染水処理の見通しは不明、海に垂れ流しか？
· 廃炉後の核のごみの処分場所は未定、現地に石棺か？
· 核のごみの処理は「科学的特性マップ」での欺瞞性！
· 地下300mの地層中に埋める。場所は全国にあり、埼玉はどこでも可。
＊話題提供者：地学団体研究会（地団研）の会員
· 団体研究の方法で、科学運動（研究・普及・条件づくり）をすすめる地学の学術団体。
· 1947年創立。会員約1000名、全国各地に支部やグループがあり、科学運動を展開。
· 今回の話題は、筆者が所属する下記２つのグループの活動に基づいたもの。
1. 福島第一原発地質地下水問題団体研究グループ（原発団研）2015年結成。
2. 科学的特性マップ問題連絡会（特性マップ連絡会）2017年結成。
＊「福島原発団研」（2015年２月結成）
· 原発の状況を見かねて結成した団体研究、２つのテーマを設定。
· 原発の汚染水問題を、地質・地下水の専門的立場から対策を監視・問題点を明らかにして、必要な提言等を行なう。
· 原発隣接地の類似した地質条件の地域で、独自に地質・地下水に関する団体研究を実施し、公表されている既存資料とあわせて、原発地の地質や地下水問題を検討・解決のために役立たせる。
· 責任者：柴崎直明（福島大学共生理工学部教授、福島県廃炉安全監視協議会の専門委員）

· 団研員：応用地質の専門家・地学教員・福島大学生・その他、登録40名＋α。
· 福島大学を拠点に、現地調査・研究集会、メーリングリスト開設・情報交換・180219現在：3063通。
＊原発地の状況（2018年２月24日現在）
· ネックは増え続ける汚染水、この処理が廃炉の鍵をにぎっている。
· 汚染水に関する東電の2015中長期ロードマップ：「取り除く・近づけない・漏らさない」の基本方針にそって貯蔵タンクが出現、地下水バイパス・サブドレインの設置、遮水壁の構築、などが進められてきた。作業は継続中、但し迷走に近い状況と判断。
· 建屋内滞留水（高汚染水）：約40万トン、700～200トン／日増加・タンクに移送処理。
· 汚染水の貯蔵タンク：約900基、100万トンを貯留・放射能を除去して海に放流。
· 地下水バイパス（揚水井12本）・サブドレン（集水立坑57本）：建屋に地下水の流入を防ぐために集水を継続、放射能を除去して海に放流。除去装置の不具合が頻発。
· 除去できないトリチウムの問題が浮上。タンクは満杯、海に放流を検討中、地元は反対。
· 遮水壁（凍土壁）：2018年２月１日凍結完了、運転開始、遮水効果を検証中。設費用約345億円、壁の維持費は年間10億円。遮水効果は限定的とも。費用対効果が問題に。
＊これまでの調査結果から
　地質構造と地下水問題の解明は喫緊の課題
· 東電の地質構造解析は不十分、地層中の地下水の挙動が捉えきれていない。 
· 原発地に流入する水の全体像がまだつかめていない。遮水壁の効果も不明。
· 地質と地下水の交互作用をつかまえなければ、ロードマップの迷走は止められない。
· 残念ながら、「東電」が問題解決に真剣に取り組んでいる姿勢は全く感じられない。
· 団研の調査結果を公表し、住民・市民とともに行動を起こす段階にきている。
＊「科学的特性マップ」問題
· 「特定放射性廃棄物の最終処分に関する法律」(2016年４月施行)により、「核のごみ」を処理するための処分地の選定方法が提起された。
· 2017年、経済産業省資源エネルギー庁のもとに設置された原子力発電環境整備機構（ＮＵＭＯ・ニウモ）によって、日本列島の地下300ｍの地層中に埋設するのが適当として、候補地が「科学的特性マップ」として日本地図上に表示公開された。
· ＮＵＭＯの主催で、対話型全国説明会を開催、候補地の中から、処分地の選定作業が動き出した。坂戸の地下もその候補地のひとつになっている。
· 「トイレの無いマンション」と言われてきた原発地には既に大量の放射性廃棄物（核のごみ）が蓄積され、ごみは安全な場所で最終処分するという約束で仮保管されており、既にその量は限界に近づいているという。処分は待ったなしの段階に。
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

「安倍９条改憲ＮＯ！」署名190筆
　２月の「早春のつどい」や３月の「発見！市民活動フェア」での署名、皆様から４月20日までにお送りいただいた署名、合わせて190筆の署名を、「九条の会」事務局に送りました。ご協力ありがとうございました。
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
今後の運営委員会（会員なら誰でも参加できます）
５月24日、６月28日、７月26日(第４木曜日10時～12時)
会場は、北坂戸駅東口の坂戸市文化施設オルモ１階。
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九条の会さかど13周年のつどい


日時　６月10日(日曜日)13時30分～16時


会場　坂戸市文化施設オルモ(２階)情報研修室


内容　戦場体験を受け継ぐとは（歴史研究者　遠藤美幸さん）
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